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研究用原子炉 JRR-3 に設置された小角中性子散乱装置 SANS-U は、様々な物質

におけるナノ・メソスケールに渡る構造解析に適用可能であり、2021 度７月よ

り全国共同利用を再開した。特にソフトマターについては、高分子材料（溶液、

溶融体、ゲル、樹脂）、タンパク質溶液、界面活性剤溶液などの測定を実施して

いる。 

 
【装置管理グループ】 
装置責任者： 眞弓皓一（東京大学 物性研究所） 
E-mail: kmayumi@issp.u-tokyo.ac.jp 
 
副装置責任者：李 响（北海道大学 大学院先端生命科学研究院） 
装置担当者：杉山 正明、井上 倫太郎（京都大学 複合原子力科学研究所） 
ＩＲＴメンバー：小田 達郎（東京大学 物性研究所）、守島 健（京都大学 複

合原子力科学研究所） 
 
【2023 年度 課題公募】 
2023 年度 実施課題の応募期間は、2022 年 11 月 1 日～2022 年 11 月 30 日で

す。応募方法は下記 HP よりご確認ください： 
https://sites.google.com/view/issp-nsl/application/general?authuser=0 
 
課題応募に関するご質問・ご相談は眞弓（kmayumi@issp.u-tokyo.ac.jp）までご

連絡ください。実験のご経験はないが、中性子小角散乱測定にご興味がある、と

いった方も、眞弓までご連絡いただければ、ご相談可能です。お気軽にご連絡く

ださい。 

mailto:kmayumi@issp.u-tokyo.ac.jp
https://sites.google.com/view/issp-nsl/application/general?authuser=0
mailto:kmayumi@issp.u-tokyo.ac.jp


【装置情報（HP）】 
SANS-U の最新情報は、東京大学物性研究所 中性子科学研究施設 HP に掲

載しております。以下の URL から「中性子散乱実験装置 C1-2：SANS-U」欄

をご参照ください。 
 
https://sites.google.com/view/issp-nsl/jrr3/instruments?authuser=0 
 
【性能】 
・ Q 領域：1.5x10-3 Å-1 <Q < 0.34 Å-1 
・ 波長：通常 7Å （利用可能領域 5-12Å） 
・ ビームサイズ 5, 10, 15 mmφ 
・ 試料・検出器間距離：1, 2, 4, 8, 12, 16 m 
 
【試料環境機器】 
・サンプルチェンジャー：12 サンプル搭載可能、温度制御範囲：10℃～80℃ 
 

 
・コミッショニング中： 引張試験機、高圧セル 
 
・ユーザーの方が特殊試料環境を持ち込まれて実験を実施した課題もございま

す。特殊試料環境機器を使用希望の場合は、課題申請前に事前に眞弓までご相談

ください。 
 
 
 



【試料セル】 
・溶液用セル（材質：石英ガラス） 
 

 
窓：直径 19 mm 
サンプル部 厚み：1 mm or 2 mm 
 
 
 
 
 
 

 
・組立型セル（固体用、窓材：石英ガラス） 
 

窓：直径 19 mm 
サンプル部 厚み：1 mm or 2 mm 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【一般課題 採択・実施実績】 
・2021 年度（全４サイクル） 
 申請課題数 37 件、採択課題数 17 件、実施課題数 18 件 
 
2021 年度採択課題一覧 

 
 
 
・2022 年度（全７サイクル） 
 申請課題数 37 件、採択課題数 27 件 
 実施課題数（第５サイクル終了時点：10/21）：24 件 
 
2022 年度採択課題一覧 

 
 



【SANS-U 測定データ例】 
①  Glassy carbon 

 
オフセットをかけた 

 
試料・検出器間距離（SDD）：1, 2, 4, 8, 12, 16 m 
ビーム径：10 mmφ 
図中の（）内は測定時間 
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② 高分子溶液 
Polyethylene Oxide, PEO (分子量 3 万、高分子濃度 1 wt%) 
溶媒：重水 
試料・検出器間距離, SDD（測定時間）：1 m(360 秒), 8 m (3600 秒) 
ビーム径：10 mmφ 

  
③ 高分子ゲル 
PEO、シクロデキストリン (高分子濃度 50 wt%) 
溶媒：重水 
試料・検出器間距離, SDD（測定時間）：1 m(300 秒), 8 m (3600 秒) 
ビーム径：10 mmφ 

 

10-3

10-2

10-1

100

In
te

ns
ity

 [c
m

-1
]

10
-2 10-1

Q [Å
-1

]

PEO D2O solution(1 wt%)
 SDD 8 m (3600 s)
 SDD 1 m(360 s)

10-2

10-1

100

101

102

In
te

ns
ity

 [c
m

-1
]

10
-3 10-2 10-1

Q [Å
-1

]

Polymer Gel
 SDD 1 m (300 s)
 SDD 8 m (3600 s)



④  タンパク質溶液 
apoferririn; 分子量 480 kDa (= 20kDa*24 量体） 濃度 1.5 mg/ml 
溶媒：重水 
試料・検出器間距離, SDD（測定時間）：1 m (7200 秒), 4 m(7200 秒) 
ビーム径：10 mmφ 
 

 
 
⑤  クレイナノ粒子溶液（コントラスト変調） 
溶質：Laponite クレイナノ粒子 
溶媒：H2O/D2O（D2O 分率：0, 0.16, 0.62, 1.0） 
クレイ粒子濃度 1% 
試料・検出器間距離, SDD（測定時間）：1 m, 4 m 
ビーム径：10 mmφ 

 
クレイナノ粒子のコントラストマッチングポイント：重水分率 62% 
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